
　

昨
年
２
月
に
伝
統
あ
る
明
治
大
学
マ

ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
）
会
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
１
９
８
５
年
法
学
部
卒

業
の
平
石
浩
章
（
日
テ
レ
ア
ッ
ク
ス
オ

ン
／
イ
カ
ロ
ス
）
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
明
け
、
そ
し
て
初
め
て
の

会
長
職
を
何
と
か
１
年
務
め
さ
せ
て
頂

け
た
の
も
Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

昨
年
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
活
動
方
針
と
し
て

「
コ
ロ
ナ
か
ら
の
復
活
そ
し
て
飛
躍
～

Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
こ

う
～
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
一
年
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
控

え
て
い
た
こ
と
か
ら
一
転
し
、
会
員
交

流
の
場
の
創
出
と
促
進
、
学
内
親
睦
団

体
と
の
交
流
、
大
学
と
の
連
携
、
就
活

支
援
を
通
じ
た
現
役
学
生
の
支
援
、
若

手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
世
代
ま
で
の
新
た
な

会
員
獲
得
へ
の
布
石
、
地
方
会
員
と
の

連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

若
手
・
中
堅
の
現
役
世
代
か
ら
経
験

豊
か
な
理
事
に
至
る
ま
で
一
丸
と
な

り
、
迅
速
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
心
掛
け
て
全
力
で
運
営
に
務
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
ま
だ
ま
だ
行
き
届
か
ぬ

点
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今
年
は
さ
ら

に
Ｍ
Ｍ
Ｃ
及
び
明
治
大
学
を
盛
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
12
月
13
日
㈬
大
学
会
館

で
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
平
石
会
長
、
校
條
・
北

山
・
高
橋
副
会
長
計
４
名
が
、
柳
谷
孝
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理
事
長
・
大
六
野
耕
作
学
長
を
表
敬
訪

問
し
た
。

　

歓
談
は
和
や
か
に
行
わ
れ
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ

か
ら
は
今
後
も
マ
ス
コ
ミ
講
座
を
通
じ

て
大
学
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
説
明

し
、
大
学
側
か
ら
は
「
引
き
続
き
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
後
日
、《
Ｍ
Ｍ
Ｃ
マ
ス

コ
ミ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
》
と
題
す
る
、

規
約
や
組
織
図
・
事
業
方
針
等
を
記
し

た
資
料
を
お
届
け
し
た
。

　　

新
年
総
会･

懇
親
会
、
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会
、
街
あ
る
き
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
、
Ｍ

Ｍ
Ｃ
の
活
動
を
議
論
・
推
進
す
る
た
め

に
理
事
会
を
毎
月
開
催
し
た
。

　

対
面
は
主
に
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
ゼ
ミ

教
室
を
使
用
（
教
室
使
用
不
可
の
場
合
は

貸
会
議
室
）
し
た
ほ
か
、
リ
モ
ー
ト
を
併

用
し
た
の
で
、遠
方
の
理
事
も
参
加
で
き
、

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
０
２
３
年
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
に
入
会
さ
れ

た
方
々
（
敬
称
略
）。

▼
大
野
友
和
（
73
法
／
元 

明
治
大
学

経
営
企
画
部
部
長
）
▼
秋
葉
恭
庸
（
03

法
／
日
本
流
通
産
業
新
聞
社
）
▼
高
地 

聡
（
17
経
営
／
信
濃
毎
日
新
聞
社
）
▼

石
井
雪
乃
（
23
情
コ
ミ
／
Ａ
Ｄ
Ｋ
）
▼

井
上
梨
乃
（
23
文
／
集
英
社
）
▼
神
丸

大
典
（
23
商
／
テ
レ
ビ
朝
日
）
▼
小
林

彩
香
（
23
法
／
読
売
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

▼
小
林
恭
平
（
23
文
／
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｎ
）
▼
谷
村
優
太
（
23
情
報
コ
ミ
／
東

京
ド
ー
ム
）
▼
徳
田
早
穂
（
23
法
／
Ｃ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
）
▼
西
尾
文
花
（
23
文
／

日
本
放
送
協
会
）
▼
西
岡
美
音
（
23
法

／
日
本
放
送
協
会
）
▼
正
木
優
至
（
23

情
報
コ
ミ
／
日
本
放
送
協
会
）
▼
松
本

奈
那
香
（
23
情
報
コ
ミ
／
博
報
堂
ア
イ
・

ス
タ
ジ
オ
）
▼
柳
町
鮎
香
（
23
法
／
テ

レ
ビ
朝
日
）

Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
高
め
て
い
こ
う
！

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

会
長
　
平
石
浩
章

▲明大生の聖地＝紫紺館で開催した新年総会

▲柳谷理事長（左から3人目）・大六野学長（右から3人目）を
表敬訪問
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講
義
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と

「
十
勝
を
世
界
で
一
番
幸
せ
な
地
域
と

す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
と
観
光
を
中
心

に
、
報
道
す
る
だ
け
で
は
な
く
行
動
で

貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
す
」
と
前
置
き

し
て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
概
要
や

歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

法
学
部
４
年
の
Ｍ
さ
ん
は
「
地
方
メ

デ
ィ
ア
が
地
域
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
が
わ
か
り
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
を
追
求
し
つ
つ
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
新
し
い
事
業
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
」
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

中
島
み
ゆ
き
、
松
山
千
春
、
ド
リ
カ

ム
の
吉
田
美
和
な
ど
十
勝
出
身
の
有
名

人
の
話
も
し
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
看

板
ア
ナ
で
明
大
の
後
輩
安
住
紳
一
郎
君

は
地
元
柏
葉
高
校
の
出
身
で
、
後
輩
で

す
。
ぜ
ひ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
へ
の
入
会
を
勧
め
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

＊

歴
史
と
文
化
の
向
島
ま
ち
歩
き

震
災
か
ら
１
０
０
年
後
の
向
島
を
歩
く

◆�

和
田
哲
郎
（
77
年
政
治
経
済
学
部
卒

／
Ｉ
＆
Ｓ�

Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ�

Ｏ
Ｂ
）

　

２
０
２
３ 

年
11
月
18
日
㈯
、
好
天

に
恵
ま
れ
恒
例
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る
向
島
を

訪
ね
て
、
古
き
良
き
時
代
を
目
と
耳
と
、

そ
し
て
舌
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

2024年1月27日

〈　
　
　
　
　
　
　
〉

柳
谷
理
事
長
・

大
六
野
学
長
を
訪
問

　

コ
ロ
ナ
が
感
染
症
分
類
の
第
５
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
の
を
受
け
て
、
就
活

支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ
マ
ス
コ
ミ

講
座
は
、
主
に
対
面
に
よ
る
指
導
を
行

い
、
２
０
２
３
年
の
就
職
活
動
で
も
昨

年
（
22
年
）
に
引
き
続
い
て
輝
か
し
い

実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
23
年
度
の
マ
ス

コ
ミ
講
座
は
、
前
期
の
み
の
入
室
審
査

を
経
て
20
名
が
合
格
・
入
室
し
、
６
月

16
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

就
活
生
を
支
え
て
き
た
講
師
陣
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）。
▼
大
林
龍

彦
（
78
年
政
経
学
部
卒
／
共
同
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
）、
▼
古
梶
剛
士
（
95
年
文

学
部
卒
／
ぴ
あ 

Ｏ
Ｂ
）、
▼
太
田
智
一

（
00
年
法
学
部
卒
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、

▼
鈴
木
正
行
（
91
年
政
治
経
済
学
部
卒

／
産
経
新
聞
社
）、
▼
志
賀
瑛
七
（
18

年
文
学
部
卒
／
日
本
経
済
社
）。

　

マ
ス
コ
ミ
講
座
担
当
の
大
林
理
事
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

Ｑ
．
講
座
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
？
。

Ａ
．
大
林
と
古
梶
は
毎
週
、
ほ
か
の
講

師
は
４
週
に
１
回
、
予
定
を
組
ん
で
担

当
し
ま
し
た
。「
作
文
・
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
作
成
・
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
企
画
の
立
て
方
・
業

界
研
究
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
指
導
し
、

作
文
は
毎
週
宿
題
か
実
戦
形
式
で
書

き
、
添
削
・
講
評
し
ま
し
た
。

Ｑ
．２
０
２
３
年
の
就
活
を
ふ
り
返
っ
て
。

Ａ
．
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
納
ま
っ
た
と
は

い
え
、
就
活
は
リ
モ
ー
ト
と
リ
ア
ル
の

二
刀
流
で
臨
み
ま
し
た
。
た
だ
、
対
面

で
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
の
で
名
前
を

覚
え
る
の
が
ひ
と
苦
労
…
…
。

　

し
か
し
、
結
果
は
次
の
内
定
を
獲
得

し
ま
し
た
（
23
年
12
月
現
在
）。

　

日
本
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
、
読
売
新
聞
社
、
共

同
通
信
社
、
Ｊ
Ｒ
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
、
日
本
Ｓ

Ｐ
セ
ン
タ
ー
、
マ
ッ
グ
ガ
ー
デ
ン
、
シ

オ
ノ
ギ
製
薬
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
、
三
井

不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
、
そ
の
他
の
大
手

企
業
に
も
内
定
し
ま
し
た
。

　

合
格
し
た
も
の
の
他
社
合
格
の
た
め

辞
退
し
た
の
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
中
京
テ
レ

ビ
な
ど
で
す
。

　
明
治
大
学
の
現
役
学
生
の
マ
ス
コ
ミ
業
界
へ
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ

マ
ス
コ
ミ
講
座
は
、
大
学
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
今
年
度
の
就
職
戦
線

で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。 ２

０
２
３
年
度
も
好
調
、

内
定
者
続
出
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
マ
ス
コ
ミ
講
座

〈
理
事
会
を
毎
月
開
催
す
る
〉

〈
よ
う
こ
そ
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
へ
！
〉

▲多くの学生たちで熱気あふれる教室

▲〝熱い講義〟を繰り広げる林氏

発　行／ MMC 明治大学マスコミクラブ
meiji.mmc1@gmail.com

発行人／平石浩章
編　集／校條 真
　　　　山岸順一
　　　　隈元浩彦



MMCニュース　No.38（3） MMCニュース　No.38 （2）
　

２
０
２
３
年
２
月
３
日
㈮
明
治
大

学
紫
紺
館
６
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
明
治
で
、

「
２
０
２
３
年
度
新
年
総
会
・
懇
親
会
」

が
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
63
名
（
リ
モ
ー
ト
参
加
者
含

む
）。

　

総
会
は
堀
口
博
史
会
長
挨
拶
の
あ

と
、「
第
１
号
議
案
２
０
２
２
年
事
業

報
告
と
決
算
報
告
」「
第
２
号
議
案　

役
員
改
選
・
会
長
選
任
」
を
審
議
し
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
、
新
し
い

理
事
が
選
出
さ
れ
た
。

　

新
理
事
は
別
室
で
臨
時
理
事
会
を
開

催
し
新
執
行
部
を
選
出
。
そ
の
後
会
場

に
報
告
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
平
石
浩
章
新
会
長
が
「
第
３
号
議

案
２
０
２
３
年
事
業
方
針
」を
発
表
し
、

こ
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
北

野
大
校
友
会
会
長
、
川
口
誠
人
就
職

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長
、
高
橋
弘
建
設
・

不
動
産
駿
台
会
会
長
、
眞
柴
眞
明
全
国

紫
明
ク
ラ
ブ
会
長
代
行
ら
を
お
招
き

し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
心
温
ま
る
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

　

歓
談
タ
イ
ム
の
あ
と
は
大
林
龍
彦
マ

ス
コ
ミ
講
座
担
当
理
事
が
内
定
者
12
人

の
紹
介
を
行
い
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
と
声
援
が
飛
ん
だ
。

　
「
内
定
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
す
ご

く
良
か
っ
た
」「
久
々
に
校
歌
を
歌
う

こ
と
が
で
き
た
」「
大
人
数
で
集
ま
る

の
は
や
っ
ぱ
り
良
い
ね
」「
紫
紺
館
と

い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
最
後
は

高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
大
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
※
こ
の
日
、「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
第
37

号
」
を
発
行
し
た
）

　

４
月
19
日
㈬
神
田
神
保
町
の
華
龍

飯
店
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
懇
親
会
「
第
33

回
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
先
の
新
年
総
会
を
経

て
、
新
体
制
後
初
の
開
催
と
な
り
、

幅
広
い
世
代
の
方
た
ち
約
30
名
が
参

加
。
サ
ロ
ン
初
参
加
の
方
、コ
ロ
ナ
後
、

久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
な
ど
の

自
己
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
た
い

　

お
待
ち
か
ね
の
校
歌
斉
唱
は
、

ESPERIA

店
長
の
ご
厚
意
で
「
小
声

な
ら
歌
っ
て
も
よ
い
」と
い
う
こ
と
で
、

１
番
の
み
抑
え
め
に
歌
う
こ
と
が
で
き

た
。校
條
副
会
長
の
中
締
め
で
閉
会
し
、

最
後
は
東
京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

戦
で
見
事
３
連
覇
を
果
た
し
た
野
球
部

を
報
じ
た
明
大
ス
ポ
ー
ツ
を
掲
げ
、
全

体
写
真
を
撮
っ
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

◆�

事
務
局�

校
條�

真
（
84
年
政
経
学
部

卒
／
風
讃
社
）

　

７
月
７
日
㈮
神
田
神
保
町D

ining 
Cafe ESPERIA

で
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の

人
気
行
事
「
夏
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

２
０
２
３
」
が
新
卒
の
社
会
人
１
年

生
か
ら
１
９
７
２
年
卒
業
の
〝
50
年

生
〟
の
大
先
輩
に
至
る
ま
で
、
会
員
・

ご
来
賓
合
わ
せ
て
30
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
は
仲
里
奈
理
事
・
高
橋

充
理
事
の
ダ
ブ
ル
司
会
で
行
わ
れ
、

平
石
浩
章
会
長
の
挨
拶
、
長
尾
睦
子

副
会
長
の
乾
杯
で
幕
を
開
け
た
。
し

ば
し
の
歓
談
後
、
ご
来
賓
の
高
橋
弘

建
設
・
不
動
産
駿
台
会
会
長
、
眞
柴

眞
明
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
会
長
代
行
か

ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
い
た
。
新
企

画
と
し
て
参
加
会
員
に
よ
る
「
１
分

間
ス
ピ
ー
チ
」
が
あ
り
、
１
分
ぴ
っ

た
り
で
チ
ー
ン
と
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
、

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
る
会
員
が
続
出

し
笑
い
を
誘
っ
た
。

　

中
盤
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
し
た
田
代

貴
久
理
事
が
そ
の
特
徴
を
紹
介
。
見

違
え
る
よ
う
な
出
来
栄
え
に
、
会
場

か
ら
賛
辞
の
た
め
息
が
漏
れ
た
。

へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
旧
交
温
め
大
盛
況
、
若
手
も
多
数
参
加
。
新
体
制
の
船
出
こ
こ
に
！

●
新
体
制
後
初
の
サ
ロ
ン
は
、
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
盛
況

●
「
北
米
Ｅ
Ｃ
事
業�

Ｊ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
事
業
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う

●
「
１
分
間
ト
ー
ク
」
で
大
爆
笑
、
七
夕
の
夕
べ
を
満
喫
す
る
。

　

９
月
27
日
㈬
千
代
田
区
岩
本
町
ふ
れ

あ
い
貸
し
会
議
室 

秋
葉
原
Ａ
で
「
第

６
回
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
開

催
し
、
会
員
８
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
１
９
８
４
年
法
学
部
卒
の

乾 

清
和
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
リ
ユ
ー

ス
協
会 

代
表
理
事
）
が
講
師
と
な
り
、 

「
北
米
Ｅ
Ｃ
事
業 

Ｊ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
事
業
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。

　

内
容
は
、
①
北
米
の
Ｅ
Ｃ
事
業

（A
m

azon

）
を
活
用
し
て
海
外
で
売

れ
て
い
る
商
品
を
発
掘
し
、
繰
り
返
し

販
売
す
る
事
業
、
②
海
外
で
人
気

の
日
本
文
化
を
日
本
の
店
舗
か
ら

発
信
販
売
す
る
事
業
な
ど
、
海
外

へ
の
商
品
物
流
か
ら
海
外
入
金
ま

で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
運
営
す
る

Ｅ
Ｃ
事
業
、
等
を
紹
介
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
知
見
獲
得
・
協
業
・
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
で
き
る
」

と
の
感
想
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
全
員
で
自
己
紹
介
・
事
業

紹
介
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
。

◆�

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
担
当�

中
川
時
彦

（
80
年
商
学
部
卒
／
河
田
印
刷
）　

　

沖
縄
で
は
Ｍ
Ｍ
Ｃ
（
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
）
の
ほ
か
、
校
友
会
役
員

と
し
て
親
睦
・
交
流
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
が「
明
友
会
」（
会
員
27
名
）

で
、
那
覇
市
内
の
お
店
を
貸
し
切
り
、

校
歌
の
あ
と
泡
盛
・
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル

で
乾
杯
、
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
料
理
で
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

明
友
会
は
20
年
以
上
も
続
い
て
い

て
、
証
券
会
社
や
保
険
会
社
な
ど
の
沖

縄
支
店
に
転
勤
し
て
き
た
校
友
も
加
入

し
、
人
脈
作
り
や
情
報
交
換
、
単
身
赴

任
の
寂
し
さ
!?
解
消
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

沖
縄
に
は
「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
う

で
ぇ
ー
」（
＝
一
度
出
会
え
ば
皆
き
ょ

う
だ
い
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
海
洋
国
家
と
し
て
中
国
・
韓
国
・

タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
と
交
流
し
、「
人
・
物
・

文
化
」
を
受
け
入
れ
た
歴
史
と
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
大
き
い
の

で
は
な
い
し
ょ
う
か
。

　

毎
月
第
二
土
曜
日
に
は
、
本
島
北
部

の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
で
コ

ン
ペ
。
明
治
ら
し
く
〝
前
へ
〟
の
気
持

ち
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
振
り
回
す
の
で
す

が
、
オ
ー
プ
ン
攻
撃
の
早
稲
田
じ
ゃ
あ

る
ま
い
し
ボ
ー
ル
は
右
や
左
へ
…
…
。

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
明
大
校
友
会
沖
縄
支
部
」

　

会
員
９
０
０
人
。県
内
の
金
融・保
険・

行
政
・
マ
ス
コ
ミ
・
政
治
な
ど
の
分
野

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
校
友
で
あ
れ
ば

「
門
戸
開
放
」
で
す
の
で
、
転
勤
や
ご
来

県
の
折
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

し
て
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

＊

学
生
に「
地
域
振
興
に
お
け
る
メ
デ
ィ

ア
と
観
光
事
業
の
役
割
」
を
講
義

◆�

林�

浩
史
（
90
年
文
学
部
卒
／
十
勝

毎
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
）

　

２
０
２
３
年
11
月
16
日
、
東
京
・
創

価
大
学
で
「
現
代
マ
ス
コ
ミ
論
」
の
講

師
と
し
て
登
壇
し
、「
地
域
振
興
に
お
け

る
メ
デ
ィ
ア
と
観
光
事
業
の
役
割
」
と

題
し
て
講
義
を
し
ま
し
た
。

　

約
３
５
０
人
の
学
生
た
ち
に
は
、
事

前
に
十
勝
毎
日
新
聞
電
子
版
の
無
料
ア

カ
ウ
ン
ト
を
配
布
。
電
子
版
を
使
っ
た

事
前
学
習
と
し
て
実
際
の
報
道
内
容
の

ほ
か
、
紙
媒
体
で
は
で
き
な
い
デ
ジ
タ

ル
な
ら
で
は
の
魅
力
を
経
験
し
て
も
ら

う
こ
と
に
。
あ
る
学
生
は「
地
方
メ
デ
ィ

ア
が
地
域
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
の
か
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
新
し
い
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
勢
に
も
感
銘
を
受
け

ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
で
活
躍
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員

◆
與
那
覇
博
明
（
81
年
商
学
部
卒
／
Ｒ
Ｂ
Ｃ
琉
球
放
送
Ｏ
Ｂ
）

Ｍ
Ｍ
Ｃ
も
果
敢
に
〝
前
へ
〟　
２
０
２
３
年
、
主
な
活
動
報
告

〈
３
年
ぶ
り
に
新
年
総
会･

懇
親
会
を
開
催
〉
〈
第
33
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」
開
催
〉

〈
復
活
！ 

第
６
回
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
〉

内
定
者
12
名
を
迎
え
て
笑
顔
弾
け
る
懇
親
会

▲

▲ＭＭＣサロンは普段着で気軽に 
参加できる

〈　
　
　
　
　
　
　
　
　 

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！
〉

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

２
０
２
３

▲1 分間スピーチに登壇者は四苦八苦

▲〝新装開店〟のホームページをお披露目▲野球部 3 連覇を報じる明スポを手に

▲ビジネスを通じて連携や協業ができる

「
明
友
会
」で
那
覇
市
内
の
お
店
を
貸
し
切
り
校
歌
と
泡
盛
で
乾
杯
！

▲新春の明友会（2024 年 1 月 10 日）

▲第 1 回六大学対抗コンペで準優勝（2023年5月）
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２
０
２
３
年
２
月
３
日
㈮
明
治
大

学
紫
紺
館
６
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
明
治
で
、

「
２
０
２
３
年
度
新
年
総
会
・
懇
親
会
」

が
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
63
名
（
リ
モ
ー
ト
参
加
者
含

む
）。

　

総
会
は
堀
口
博
史
会
長
挨
拶
の
あ

と
、「
第
１
号
議
案
２
０
２
２
年
事
業

報
告
と
決
算
報
告
」「
第
２
号
議
案　

役
員
改
選
・
会
長
選
任
」
を
審
議
し
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
、
新
し
い

理
事
が
選
出
さ
れ
た
。

　

新
理
事
は
別
室
で
臨
時
理
事
会
を
開

催
し
新
執
行
部
を
選
出
。
そ
の
後
会
場

に
報
告
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
平
石
浩
章
新
会
長
が
「
第
３
号
議

案
２
０
２
３
年
事
業
方
針
」を
発
表
し
、

こ
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
北

野
大
校
友
会
会
長
、
川
口
誠
人
就
職

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長
、
高
橋
弘
建
設
・

不
動
産
駿
台
会
会
長
、
眞
柴
眞
明
全
国

紫
明
ク
ラ
ブ
会
長
代
行
ら
を
お
招
き

し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
心
温
ま
る
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

　

歓
談
タ
イ
ム
の
あ
と
は
大
林
龍
彦
マ

ス
コ
ミ
講
座
担
当
理
事
が
内
定
者
12
人

の
紹
介
を
行
い
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
と
声
援
が
飛
ん
だ
。

　
「
内
定
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
す
ご

く
良
か
っ
た
」「
久
々
に
校
歌
を
歌
う

こ
と
が
で
き
た
」「
大
人
数
で
集
ま
る

の
は
や
っ
ぱ
り
良
い
ね
」「
紫
紺
館
と

い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
最
後
は

高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
大
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
※
こ
の
日
、「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
第
37

号
」
を
発
行
し
た
）

　

４
月
19
日
㈬
神
田
神
保
町
の
華
龍

飯
店
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
懇
親
会
「
第
33

回
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
先
の
新
年
総
会
を
経

て
、
新
体
制
後
初
の
開
催
と
な
り
、

幅
広
い
世
代
の
方
た
ち
約
30
名
が
参

加
。
サ
ロ
ン
初
参
加
の
方
、コ
ロ
ナ
後
、

久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
な
ど
の

自
己
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
た
い

　

お
待
ち
か
ね
の
校
歌
斉
唱
は
、

ESPERIA

店
長
の
ご
厚
意
で
「
小
声

な
ら
歌
っ
て
も
よ
い
」と
い
う
こ
と
で
、

１
番
の
み
抑
え
め
に
歌
う
こ
と
が
で
き

た
。校
條
副
会
長
の
中
締
め
で
閉
会
し
、

最
後
は
東
京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

戦
で
見
事
３
連
覇
を
果
た
し
た
野
球
部

を
報
じ
た
明
大
ス
ポ
ー
ツ
を
掲
げ
、
全

体
写
真
を
撮
っ
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

◆�

事
務
局�

校
條�

真
（
84
年
政
経
学
部

卒
／
風
讃
社
）

　

７
月
７
日
㈮
神
田
神
保
町D

ining 
Cafe ESPERIA

で
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の

人
気
行
事
「
夏
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

２
０
２
３
」
が
新
卒
の
社
会
人
１
年

生
か
ら
１
９
７
２
年
卒
業
の
〝
50
年

生
〟
の
大
先
輩
に
至
る
ま
で
、
会
員
・

ご
来
賓
合
わ
せ
て
30
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
は
仲
里
奈
理
事
・
高
橋

充
理
事
の
ダ
ブ
ル
司
会
で
行
わ
れ
、

平
石
浩
章
会
長
の
挨
拶
、
長
尾
睦
子

副
会
長
の
乾
杯
で
幕
を
開
け
た
。
し

ば
し
の
歓
談
後
、
ご
来
賓
の
高
橋
弘

建
設
・
不
動
産
駿
台
会
会
長
、
眞
柴

眞
明
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
会
長
代
行
か

ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
い
た
。
新
企

画
と
し
て
参
加
会
員
に
よ
る
「
１
分

間
ス
ピ
ー
チ
」
が
あ
り
、
１
分
ぴ
っ

た
り
で
チ
ー
ン
と
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
、

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
る
会
員
が
続
出

し
笑
い
を
誘
っ
た
。

　

中
盤
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
し
た
田
代

貴
久
理
事
が
そ
の
特
徴
を
紹
介
。
見

違
え
る
よ
う
な
出
来
栄
え
に
、
会
場

か
ら
賛
辞
の
た
め
息
が
漏
れ
た
。

へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
旧
交
温
め
大
盛
況
、
若
手
も
多
数
参
加
。
新
体
制
の
船
出
こ
こ
に
！

●
新
体
制
後
初
の
サ
ロ
ン
は
、
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
盛
況

●
「
北
米
Ｅ
Ｃ
事
業�

Ｊ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
事
業
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う

●
「
１
分
間
ト
ー
ク
」
で
大
爆
笑
、
七
夕
の
夕
べ
を
満
喫
す
る
。

　

９
月
27
日
㈬
千
代
田
区
岩
本
町
ふ
れ

あ
い
貸
し
会
議
室 

秋
葉
原
Ａ
で
「
第

６
回
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
開

催
し
、
会
員
８
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
１
９
８
４
年
法
学
部
卒
の

乾 

清
和
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
リ
ユ
ー

ス
協
会 

代
表
理
事
）
が
講
師
と
な
り
、 

「
北
米
Ｅ
Ｃ
事
業 

Ｊ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
事
業
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。

　

内
容
は
、
①
北
米
の
Ｅ
Ｃ
事
業

（A
m

azon

）
を
活
用
し
て
海
外
で
売

れ
て
い
る
商
品
を
発
掘
し
、
繰
り
返
し

販
売
す
る
事
業
、
②
海
外
で
人
気

の
日
本
文
化
を
日
本
の
店
舗
か
ら

発
信
販
売
す
る
事
業
な
ど
、
海
外

へ
の
商
品
物
流
か
ら
海
外
入
金
ま

で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
運
営
す
る

Ｅ
Ｃ
事
業
、
等
を
紹
介
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
知
見
獲
得
・
協
業
・
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
で
き
る
」

と
の
感
想
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
全
員
で
自
己
紹
介
・
事
業

紹
介
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
。

◆�

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
担
当�

中
川
時
彦

（
80
年
商
学
部
卒
／
河
田
印
刷
）　

　

沖
縄
で
は
Ｍ
Ｍ
Ｃ
（
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
）
の
ほ
か
、
校
友
会
役
員

と
し
て
親
睦
・
交
流
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
が「
明
友
会
」（
会
員
27
名
）

で
、
那
覇
市
内
の
お
店
を
貸
し
切
り
、

校
歌
の
あ
と
泡
盛
・
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル

で
乾
杯
、
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
料
理
で
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

明
友
会
は
20
年
以
上
も
続
い
て
い

て
、
証
券
会
社
や
保
険
会
社
な
ど
の
沖

縄
支
店
に
転
勤
し
て
き
た
校
友
も
加
入

し
、
人
脈
作
り
や
情
報
交
換
、
単
身
赴

任
の
寂
し
さ
!?
解
消
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

沖
縄
に
は
「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
う

で
ぇ
ー
」（
＝
一
度
出
会
え
ば
皆
き
ょ

う
だ
い
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
海
洋
国
家
と
し
て
中
国
・
韓
国
・

タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
と
交
流
し
、「
人
・
物
・

文
化
」
を
受
け
入
れ
た
歴
史
と
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
大
き
い
の

で
は
な
い
し
ょ
う
か
。

　

毎
月
第
二
土
曜
日
に
は
、
本
島
北
部

の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
で
コ

ン
ペ
。
明
治
ら
し
く
〝
前
へ
〟
の
気
持

ち
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
振
り
回
す
の
で
す

が
、
オ
ー
プ
ン
攻
撃
の
早
稲
田
じ
ゃ
あ

る
ま
い
し
ボ
ー
ル
は
右
や
左
へ
…
…
。

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
明
大
校
友
会
沖
縄
支
部
」

　

会
員
９
０
０
人
。県
内
の
金
融・保
険・

行
政
・
マ
ス
コ
ミ
・
政
治
な
ど
の
分
野

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
校
友
で
あ
れ
ば

「
門
戸
開
放
」
で
す
の
で
、
転
勤
や
ご
来

県
の
折
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

し
て
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

＊

学
生
に「
地
域
振
興
に
お
け
る
メ
デ
ィ

ア
と
観
光
事
業
の
役
割
」
を
講
義

◆�

林�

浩
史
（
90
年
文
学
部
卒
／
十
勝

毎
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
）

　

２
０
２
３
年
11
月
16
日
、
東
京
・
創

価
大
学
で
「
現
代
マ
ス
コ
ミ
論
」
の
講

師
と
し
て
登
壇
し
、「
地
域
振
興
に
お
け

る
メ
デ
ィ
ア
と
観
光
事
業
の
役
割
」
と

題
し
て
講
義
を
し
ま
し
た
。

　

約
３
５
０
人
の
学
生
た
ち
に
は
、
事

前
に
十
勝
毎
日
新
聞
電
子
版
の
無
料
ア

カ
ウ
ン
ト
を
配
布
。
電
子
版
を
使
っ
た

事
前
学
習
と
し
て
実
際
の
報
道
内
容
の

ほ
か
、
紙
媒
体
で
は
で
き
な
い
デ
ジ
タ

ル
な
ら
で
は
の
魅
力
を
経
験
し
て
も
ら

う
こ
と
に
。
あ
る
学
生
は「
地
方
メ
デ
ィ

ア
が
地
域
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
の
か
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
新
し
い
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
勢
に
も
感
銘
を
受
け

ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
で
活
躍
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員

◆
與
那
覇
博
明
（
81
年
商
学
部
卒
／
Ｒ
Ｂ
Ｃ
琉
球
放
送
Ｏ
Ｂ
）

Ｍ
Ｍ
Ｃ
も
果
敢
に
〝
前
へ
〟　
２
０
２
３
年
、
主
な
活
動
報
告

〈
３
年
ぶ
り
に
新
年
総
会･

懇
親
会
を
開
催
〉
〈
第
33
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」
開
催
〉

〈
復
活
！ 

第
６
回
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
〉

内
定
者
12
名
を
迎
え
て
笑
顔
弾
け
る
懇
親
会

▲

▲ＭＭＣサロンは普段着で気軽に 
参加できる

〈　
　
　
　
　
　
　
　
　 

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！
〉

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

２
０
２
３

▲1 分間スピーチに登壇者は四苦八苦

▲〝新装開店〟のホームページをお披露目▲野球部 3 連覇を報じる明スポを手に

▲ビジネスを通じて連携や協業ができる

「
明
友
会
」で
那
覇
市
内
の
お
店
を
貸
し
切
り
校
歌
と
泡
盛
で
乾
杯
！

▲新春の明友会（2024 年 1 月 10 日）

▲第 1 回六大学対抗コンペで準優勝（2023年5月）



　

昨
年
２
月
に
伝
統
あ
る
明
治
大
学
マ

ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
）
会
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
１
９
８
５
年
法
学
部
卒

業
の
平
石
浩
章
（
日
テ
レ
ア
ッ
ク
ス
オ

ン
／
イ
カ
ロ
ス
）
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
明
け
、
そ
し
て
初
め
て
の

会
長
職
を
何
と
か
１
年
務
め
さ
せ
て
頂

け
た
の
も
Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

昨
年
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
活
動
方
針
と
し
て

「
コ
ロ
ナ
か
ら
の
復
活
そ
し
て
飛
躍
～

Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
こ

う
～
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
一
年
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
控

え
て
い
た
こ
と
か
ら
一
転
し
、
会
員
交

流
の
場
の
創
出
と
促
進
、
学
内
親
睦
団

体
と
の
交
流
、
大
学
と
の
連
携
、
就
活

支
援
を
通
じ
た
現
役
学
生
の
支
援
、
若

手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
世
代
ま
で
の
新
た
な

会
員
獲
得
へ
の
布
石
、
地
方
会
員
と
の

連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

若
手
・
中
堅
の
現
役
世
代
か
ら
経
験

豊
か
な
理
事
に
至
る
ま
で
一
丸
と
な

り
、
迅
速
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
心
掛
け
て
全
力
で
運
営
に
務
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
ま
だ
ま
だ
行
き
届
か
ぬ

点
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今
年
は
さ
ら

に
Ｍ
Ｍ
Ｃ
及
び
明
治
大
学
を
盛
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
12
月
13
日
㈬
大
学
会
館

で
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
平
石
会
長
、
校
條
・
北

山
・
高
橋
副
会
長
計
４
名
が
、
柳
谷
孝

MEIDAI MASS-COMMUNICATION CLUB
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理
事
長
・
大
六
野
耕
作
学
長
を
表
敬
訪

問
し
た
。

　

歓
談
は
和
や
か
に
行
わ
れ
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ

か
ら
は
今
後
も
マ
ス
コ
ミ
講
座
を
通
じ

て
大
学
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
説
明

し
、
大
学
側
か
ら
は
「
引
き
続
き
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
後
日
、《
Ｍ
Ｍ
Ｃ
マ
ス

コ
ミ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
》
と
題
す
る
、

規
約
や
組
織
図
・
事
業
方
針
等
を
記
し

た
資
料
を
お
届
け
し
た
。

　　

新
年
総
会･

懇
親
会
、
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会
、
街
あ
る
き
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
、
Ｍ

Ｍ
Ｃ
の
活
動
を
議
論
・
推
進
す
る
た
め

に
理
事
会
を
毎
月
開
催
し
た
。

　

対
面
は
主
に
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
ゼ
ミ

教
室
を
使
用
（
教
室
使
用
不
可
の
場
合
は

貸
会
議
室
）
し
た
ほ
か
、
リ
モ
ー
ト
を
併

用
し
た
の
で
、遠
方
の
理
事
も
参
加
で
き
、

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
０
２
３
年
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
に
入
会
さ
れ

た
方
々
（
敬
称
略
）。

▼
大
野
友
和
（
73
法
／
元 

明
治
大
学

経
営
企
画
部
部
長
）
▼
秋
葉
恭
庸
（
03

法
／
日
本
流
通
産
業
新
聞
社
）
▼
高
地 

聡
（
17
経
営
／
信
濃
毎
日
新
聞
社
）
▼

石
井
雪
乃
（
23
情
コ
ミ
／
Ａ
Ｄ
Ｋ
）
▼

井
上
梨
乃
（
23
文
／
集
英
社
）
▼
神
丸

大
典
（
23
商
／
テ
レ
ビ
朝
日
）
▼
小
林

彩
香
（
23
法
／
読
売
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

▼
小
林
恭
平
（
23
文
／
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｎ
）
▼
谷
村
優
太
（
23
情
報
コ
ミ
／
東

京
ド
ー
ム
）
▼
徳
田
早
穂
（
23
法
／
Ｃ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
）
▼
西
尾
文
花
（
23
文
／

日
本
放
送
協
会
）
▼
西
岡
美
音
（
23
法

／
日
本
放
送
協
会
）
▼
正
木
優
至
（
23

情
報
コ
ミ
／
日
本
放
送
協
会
）
▼
松
本

奈
那
香
（
23
情
報
コ
ミ
／
博
報
堂
ア
イ
・

ス
タ
ジ
オ
）
▼
柳
町
鮎
香
（
23
法
／
テ

レ
ビ
朝
日
）

Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
高
め
て
い
こ
う
！

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

会
長
　
平
石
浩
章

▲明大生の聖地＝紫紺館で開催した新年総会

▲柳谷理事長（左から3人目）・大六野学長（右から3人目）を
表敬訪問
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講
義
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と

「
十
勝
を
世
界
で
一
番
幸
せ
な
地
域
と

す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
と
観
光
を
中
心

に
、
報
道
す
る
だ
け
で
は
な
く
行
動
で

貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
す
」
と
前
置
き

し
て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
概
要
や

歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

法
学
部
４
年
の
Ｍ
さ
ん
は
「
地
方
メ

デ
ィ
ア
が
地
域
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
が
わ
か
り
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
を
追
求
し
つ
つ
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
新
し
い
事
業
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
」
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

中
島
み
ゆ
き
、
松
山
千
春
、
ド
リ
カ

ム
の
吉
田
美
和
な
ど
十
勝
出
身
の
有
名

人
の
話
も
し
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
看

板
ア
ナ
で
明
大
の
後
輩
安
住
紳
一
郎
君

は
地
元
柏
葉
高
校
の
出
身
で
、
後
輩
で

す
。
ぜ
ひ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
へ
の
入
会
を
勧
め
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

＊

歴
史
と
文
化
の
向
島
ま
ち
歩
き

震
災
か
ら
１
０
０
年
後
の
向
島
を
歩
く

◆�

和
田
哲
郎
（
77
年
政
治
経
済
学
部
卒

／
Ｉ
＆
Ｓ�

Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ�

Ｏ
Ｂ
）

　

２
０
２
３ 

年
11
月
18
日
㈯
、
好
天

に
恵
ま
れ
恒
例
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る
向
島
を

訪
ね
て
、
古
き
良
き
時
代
を
目
と
耳
と
、

そ
し
て
舌
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

2024年1月27日

〈　
　
　
　
　
　
　
〉

柳
谷
理
事
長
・

大
六
野
学
長
を
訪
問

　

コ
ロ
ナ
が
感
染
症
分
類
の
第
５
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
の
を
受
け
て
、
就
活

支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ
マ
ス
コ
ミ

講
座
は
、
主
に
対
面
に
よ
る
指
導
を
行

い
、
２
０
２
３
年
の
就
職
活
動
で
も
昨

年
（
22
年
）
に
引
き
続
い
て
輝
か
し
い

実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
23
年
度
の
マ
ス

コ
ミ
講
座
は
、
前
期
の
み
の
入
室
審
査

を
経
て
20
名
が
合
格
・
入
室
し
、
６
月

16
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

就
活
生
を
支
え
て
き
た
講
師
陣
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）。
▼
大
林
龍

彦
（
78
年
政
経
学
部
卒
／
共
同
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
）、
▼
古
梶
剛
士
（
95
年
文

学
部
卒
／
ぴ
あ 

Ｏ
Ｂ
）、
▼
太
田
智
一

（
00
年
法
学
部
卒
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、

▼
鈴
木
正
行
（
91
年
政
治
経
済
学
部
卒

／
産
経
新
聞
社
）、
▼
志
賀
瑛
七
（
18

年
文
学
部
卒
／
日
本
経
済
社
）。

　

マ
ス
コ
ミ
講
座
担
当
の
大
林
理
事
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

Ｑ
．
講
座
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
？
。

Ａ
．
大
林
と
古
梶
は
毎
週
、
ほ
か
の
講

師
は
４
週
に
１
回
、
予
定
を
組
ん
で
担

当
し
ま
し
た
。「
作
文
・
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
作
成
・
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
企
画
の
立
て
方
・
業

界
研
究
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
指
導
し
、

作
文
は
毎
週
宿
題
か
実
戦
形
式
で
書

き
、
添
削
・
講
評
し
ま
し
た
。

Ｑ
．２
０
２
３
年
の
就
活
を
ふ
り
返
っ
て
。

Ａ
．
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
納
ま
っ
た
と
は

い
え
、
就
活
は
リ
モ
ー
ト
と
リ
ア
ル
の

二
刀
流
で
臨
み
ま
し
た
。
た
だ
、
対
面

で
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
の
で
名
前
を

覚
え
る
の
が
ひ
と
苦
労
…
…
。

　

し
か
し
、
結
果
は
次
の
内
定
を
獲
得

し
ま
し
た
（
23
年
12
月
現
在
）。

　

日
本
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
、
読
売
新
聞
社
、
共

同
通
信
社
、
Ｊ
Ｒ
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
、
日
本
Ｓ

Ｐ
セ
ン
タ
ー
、
マ
ッ
グ
ガ
ー
デ
ン
、
シ

オ
ノ
ギ
製
薬
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
、
三
井

不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
、
そ
の
他
の
大
手

企
業
に
も
内
定
し
ま
し
た
。

　

合
格
し
た
も
の
の
他
社
合
格
の
た
め

辞
退
し
た
の
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
中
京
テ
レ

ビ
な
ど
で
す
。

　
明
治
大
学
の
現
役
学
生
の
マ
ス
コ
ミ
業
界
へ
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ

マ
ス
コ
ミ
講
座
は
、
大
学
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
今
年
度
の
就
職
戦
線

で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。 ２

０
２
３
年
度
も
好
調
、

内
定
者
続
出
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
マ
ス
コ
ミ
講
座

〈
理
事
会
を
毎
月
開
催
す
る
〉

〈
よ
う
こ
そ
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
へ
！
〉

▲多くの学生たちで熱気あふれる教室

▲〝熱い講義〟を繰り広げる林氏
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